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　　　　瑠四二
、
メ

ニ
尋
撃
蕊

＜大岡信さんによる記念講演
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鐸
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ぎとに生き続ける牧水」　　継
～牧水顕彰への更なるスげツブ燭
τ1層第7回若山牧水顕彰全国大会開硅＼叉＼

重二

「

　
若
山
牧
水
生
誕
1
2
0
周

年
を
迎
え
、
若
山
牧
水
記
念

文
学
館
の
建
設
、
牧
水
生
家

の
修
復
を
記
念
し
て
、
5
月

26

冝
i
木
）
、
2
7
日
（
金
）
の

2
日
間
に
わ
た
っ
て
若
山
牧

水
顕
彰
全
国
大
会
が
東
郷
町

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
牧

水
公
園
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
の
牧
水
を
愛
す

る
方
々
が
集
う
こ
の
大
会
は
、

平
成
4
年
に
本
町
で
第
1
回

大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、

全
国
の
牧
水
ゆ
か
り
の
地
で

開
催
さ
れ
、
今
回
は
第
7
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
6
日
（
木
）
午
前
中
は
、

国
大
会
の
継
続
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
7
日
（
金
）
は
、
歌
碑
祭

や
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
開

館
セ
レ
モ
ニ
ー
、
記
念
植
樹

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
歌
碑
祭
で
は
、
東
郷
町
文

化
協
会
会
長
で
あ
る
東
村
吉

市
さ
ん
の
朗
詠
に
あ
わ
せ
て

ii畿＝ミーく

全
国
の
顕
彰
会
の
方
々
に
よ

る
献
酒
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

麟
鮮

き

左
か
ら
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
、
福
島
泰
樹
さ
ん
、

榎
本
篁
子
さ
ん
、
伊
藤
一
彦
さ
ん
、
栗
木
京
子

さ
ん
、
根
井
眞
紀
子
さ
ん

坪
谷
小
学
校
児
童
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
牧
水
の
歌
合
唱
と

泥
谷
吉
人
さ
ん
に
よ
る
牧
水

短
歌
朗
詠
の
あ
と
、
開
会
式

と
詩
人
「
大
岡
信
」
さ
ん
の
記

念
講
演
、
午
後
か
ら
は
、
若

山
牧
水
賞
受
賞
者
で
あ
る
福

島
泰
樹
さ
ん
、
小
島
ゆ
か
り

さ
ん
、
栗
木
京
子
さ
ん
、
若

坪
谷
中
学
校
生
徒
が
「
牧
水

の
う
た
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

伊
藤
一
彦
館
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
館
長
、
町
長
、
坪
谷

幼
稚
園
園
児
も
参
加
し
て
の

く
す
玉
割
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
で
は
、
若
山
家

の
方
々
、
県
外
牧
水
顕
彰
会

の
代
表
の
方
々
が
、
牧
水
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
上
の
広
場

に
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら

約
6
0
0
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

牧
水
を
偲
び
な
が
ら
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

牧水サミット

山
牧
水
の
お

孫
さ
ん
に
あ

た
る
榎
本
篁

子
さ
ん
、
若

山
牧
水
記
念

文
学
館
館
長

で
あ
る
伊
藤

一
彦
さ
ん
、

坪
谷
小
学
校

校
長
根
井
眞

紀
子
さ
ん
に

よ
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、

全
国
各
地
の

顕
彰
会
の
代

表
や
顕
彰
活

動
の
盛
ん
な

市
町
村
の
代

表
の
方
々
が

集
ま
り
牧
水

サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
大
岡
さ

ん
は
「
最
初
の
歌
人
」
と
題
し
、

中
学
生
の
頃
、
若
山
牧
水
の

影
響
を
受
け
て
短
歌
を
作
り

は
じ
め
た
こ
と
や
牧
水
短
歌

の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
に
つ
い

て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

坪
谷
中
学
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

牧
水
の
う
た
斉
唱

献酒

　
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ
る

小
島
ゆ
か
り
さ
ん
か
ら
の
「
東

郷
町
の
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
牧
水
は
？
」
な
ど
の
問
い

か
け
に
、
5
名
の
パ
ネ
リ
ス

ト
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
意
見
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
福
島
泰
樹
さ
ん
か

ら
は
、
本
町
の
元
町
長
で
あ

り
詩
人
の
高
森
文
夫
と
中
原

中
也
と
の
親
交
の
深
さ
に
つ

い
て
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
同
日
最
後
に
行
わ
れ
た
牧

水
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
町
長
の

提
言
に
よ
り
若
山
牧
水
顕
彰

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
全坪谷小学校児童のみなさんによる牧水短歌合唱記念植樹歌碑際での短歌朗詠開館セレモニーでのくす玉割り
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砦醗
　　　　　　　　　　　7月24日旧》は町長選挙・

　　　　　　　　　　　　　町議会議員選挙の投票日です

　先月号でもお知らせしましたが、7月19日（火）に東郷町長選挙・東郷町議会議員選挙が告示され、

7月24日（日）に投票が行われます。棄権することのないよう投票を行いましょう。

　また、投票時間は午前7時から午後6時まで（寺迫、庭田、越表、下渡川の各投票所は午後5時ま

で）となっていますのでご注意ください。

　今月の町報では、選挙当日の不在や病院等への入院、体の障害など特殊な場合の投票について問答

形式でお知らせします。

A．期日前投票ができます。期日前投票制度は、投票日当日、自分の投票区以外で仕事をしたり、町外に旅行し

　たり、病気や出産などのために投票できないときに、あらかじめ投票ができる制度です。

　期日前投票は、7月20日（水）から7月23日（土）の間、午前8時30分から午後8時まで、役場選挙管理委員会

　で受け付けています。

A，長期の旅行者や出稼ぎ中の方は、滞在地の市町村で不在者投票ができる制度があります。手続きは、町選挙

　管理委員会に投票用紙及び不在者投票用封筒の請求をし、滞在する市町村の選挙管理委員会で不在者投票を行

　うというものです。

※この制度で不在者投票をしたい方は、町選挙管理委員会へお尋ねください。個々に詳しく説明いたします。

A．郵同等による不在者投票は、身体障害者福祉法第4条に規定する身体障害者又は戦傷病者特別援護法第2

条第1項に規定する戦傷病者、又は介護保険の要介護者のうち規定に該当する方が利用できる制度です。この制

度を利用するには、あらかじめ町選挙管理委員会から「郵便投票証明書」の交付を受けていなければなりません。

手続きなど詳しくは、町選挙管理委員会にお尋ねください。

A．県選挙管理委員会の指定する病院、国立保養所、老人ホーム、身体障害者施設等に入院、入所している方は、

　各施設の長が不在者投票管理者となり施設内で不在者投票を行うことができます。県選挙管理委員会に指定さ

　れているかどうかは、各施設にお問い合わせください。

　県選挙管理委員会に指定されていない場合は、前記Q2を参考にしてください。

A　住民票の異動をせず、県外の大学などに修学している学生は、判例により住所の認定が、寮や下宿などの就

　学地にあるとされているため投票はできません。

A　代理投票制度があります。代理投票は補助者が選挙人に代って記載するものです。代理投票は、選挙日に投

　票所で投票する場合はもちろん、期日前投票・不在者投票を行う場合でもできます。なお、投票の秘密は守ら

　れます。

o・ @．　　観　． ’「 ．帽＝ c　　．　1 ＝＝躍一』’ D　　＝壱卜・7…
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欄

潅遡

葉
書
発
見
の
い
き
さ
つ

　
葉
書
は
平
成
1
7
年
3
月
8
日
、

若
山
牧
水
記
念
文
学
館
「
高
森

文
夫
展
示
室
」
展
示
候
補
資
料

の
最
終
確
定
調
査
中
、
企
画
展

示
を
担
当
し
た
乃
村
工
藝
社
の

野
口
達
郎
氏
が
書
籍
の
ペ
ー
ジ

を
め
く
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

カ
ル
マ
ン
・
レ
ブ
イ
社
（
パ
リ
）

『
∩
O
Z
目
目
し
。
O
カ
○
⊂
臼
。
。
』
3蹴

中
也
の
葉
書
に
つ
い
て

　
こ
の
度
、
東
郷
町
で
中
原
中

也
の
書
簡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

書
簡
と
し
て
は
平
成
1
0
年
1
1
月

以
来
の
発
見
に
な
り
、
葉
書
の

消
印
は
昭
和
1
0
年
4
月
2
0
日
、

東
京
四
谷
の
花
園
ア
パ
ー
ト
時

代
の
も
の
で
、
東
郷
町
の
友
人

高
森
文
夫
に
宛
て
た
も
の
で
し

た
。

二
人
の
関
係
と

　
　
　
葉
書
の
内
容

　
二
人
は
昭
和
6
年
に
出
会
い

ま
す
が
、
以
後
単
な
る
友
人
の

域
を
越
え
、
魂
を
共
有
す
る
か

の
ご
と
き
信
頼
関
係
を
保
ち
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
当
時
、
中
原
中
也
は
結
婚
し
、

愛
児
を
授
か
り
、
詩
人
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
一
方
、

高
森
文
夫
は
、
3
月
に
東
京
大

学
を
卒
業
し
て
帰
郷
し
て
い
ま

1
0
－
3
1
ー
ペ
ー
ジ
の
間
か

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
愛
読

書
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
高
森
が
片

時
も
手
放
さ
ず
栞
替
わ
り
に
手

元
に
お
い
て
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
中
也
の
心
情
あ
ふ
れ
る
葉
書

が
シ
ル
エ
ッ
ト
と
な
っ
て
焼
き

付
い
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ簡　去る心イと高の　日原こし

一「石「高1叡弊葛野鶴瀦蒜 が
、
弟
純
夫
が
上
京
す
る

に
な
り
、
そ
の
世
話
を
中

也
に
依
頼
す
る
葉
書
を
数

に
投
函
し
て
い
ま
し
た
。

回
の
葉
書
は
、
こ
の
こ
と

答
か
ら
始
ま
り
、
内
容
は
、

が
い
な
く
て
「
淋
し
い
」

く
近
況
の
報
告
、
彼
の
ナ

ブ
で
あ
り
な
が
ら
波
高
い

べ
て
を
受
け
止
め
て
く
れ

、
高
森
文
夫
の
上
京
を
切

で
い
る
も
の
で
す
。

人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
書
　
　
ど
を
渡
航
し
た
満
州
の
地
に

60

ﾊ
と
も
8
0
通
と
も
い
わ
　
　
失
っ
て
い
ま
す
・

高
森
文
夫
は
そ
の
ほ
と
ん

●
高
森
文
夫
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
明
治
4
3
年
生
ま
れ
。
ロ
シ
ア
の
作
家
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー

ホ
フ
を
終
生
敬
愛
。
日
夏
取
零
介
（
ひ
な
つ
こ
う
の
す
け
）

に
師
事
。
日
夏
が
監
修
や
主
宰
す
る
雑
誌
を
中
心
に
詩
を
発

表
し
は
じ
め
、
高
い
評
価
を
得
る
。
第
1
詩
集
『
疫
深
船
』
に

て
、
第
2
回
中
原
中
也
賞
を
受
賞
、
四
季
同
人
と
な
る
。

　
戦
後
は
延
岡
市
教
育
長
、
東
郷
町
長
を
歴
任
す
る
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
人
と
し
て
雑
誌
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
聞
に
寄
稿
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
詩
集
『
舷
灯
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
て
第
1
回
議
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
版
文
化
賞
を
受
労
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寡
作
な
が
ら
拝
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
の
正
統
な
る
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
者
と
し
て
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

《特別公開》

内　容
中原中也から高森文夫宛の書簡（葉書）

�ｴ中也写真（高森文夫撮影）

�ｴ中也著書「ランボウ特集　学生時代の歌」他

期　日
平成17年6月2日～平成17年8月31日

X：00～17：00（但し、入館は16：30まで）

x館日　月曜日（祝日を除く）

場　所 若山牧水記念文学館　企画展示室

器　・・し・　＝；・鴨　　暑≡

と
、

」ナいれ切書わ

、
義

、
口

才
　
　
　
　
顎
　
　
難
4
諺
義

甑
摂
州
灘
灘
讐

r

’
譲
難
、
．
”
弩
．
・
　
’
　
霧
鐸
農

、
。
、
羅
翻
欄
耀
、

　
ど
を
渡
航
し
た
満
州
の
地
に
て

　
失
っ
て
い
ま
す
。

轟
欝

籔
灘
鞭

、
窮
霧
．
霧
　
　
霧
．
、
h

、
纒
饗

　
甕
、
．
塾

、
鐙

騰
・
難

　
　
禰
轟
購

．
．
肇

　
　
壽
r
ジ
唾
：

繋
紅

峯、

p
2

他

9

開　　層

・　　　　・　　　＝　　L，

壁，顕騒

鱒鰹
・●　●●　．
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一韮…日墨髭満引1誹で「＝噸；〒毒

　
5
月
3
1
日
（
火
）
、
町
交
流
研
修

施
設
「
さ
く
ら
館
」
に
お
い
て
、

平
成
1
7
年
度
家
庭
（
幼
児
）
教
育

学
級
合
同
開
級
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
都
甲
教
育
長
、
・
管
内
小
中
学
校

校
長
を
代
表
し
て
東
郷
中
学
校
川

越
俊
信
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

学
級
長
、
学
級
主
事
代
表
に
委
嘱

状
の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
九
州
保
健
福
祉
大

学
客
員
教
授
宗
茂
先
生
の
講
演
が

あ
り
、
自
分
の
経
験
に
基
づ
い
た

講
話
に
参
加
者
か
ら
も
質
問
が
あ

が
り
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

翼

鎗
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
烈
乏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
籍
ジ

　
6
月
1
日
（
水
）
、
福
二
小
学
校

下
耳
川
河
川
敷
で
、
福
瀬
小
学
校

44

ｼ
の
全
校
児
童
が
ア
ユ
の
稚
魚

（
1
、
4
0
0
匹
）
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
、

つ
か
め
な
い
」
　
「
早
く
大
き
く
な

っ
て
ね
」
と
楽
し
そ
う
な
声
が
飛

び
か
う
な
か
、
元
気
に
泳
ぐ
稚
魚

た
ち
を
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
児
童
を
代
表
し
て
6
年

生
の
新
名
鴻
祐
（
こ
う
す
け
）
さ

ん
が
、
「
自
然
や
生
き
物
を
大
切
に

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

．
こ
れ
は
、
九
州
電
力
日
向
電
カ

所
が
、
稚
魚
の
放
流
を
通
し
て
子

供
た
ち
に
自
然
環
境
保
護
へ
の
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
平
成
9

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
6
月
1
0
日
（
金
）
、
東
郷
町
商
工

会
（
寺
原
忠
男
会
長
）
ま
、
「
商
工

会
の
日
（
6
月
1
0
日
）
」
の
記
念
事

業
と
し
て
、
鶴
野
内
前
田
の
国
道

3
2
7
号
沿
い
で
交
通
安
全
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
日
向

一
言
察
署
の
協
力
を
得
て
町
交
通
安

全
対
策
協
議
会
と
の
合
同
で
行
っ

た
も
の
で
、
商
工
会
会
員
や
関
係

者
が
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
ひ
と
り

一
人
に
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
や
飲

み
物
を
手
渡
し
て
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

臓禮
臨、

もこ1
．ぞ引r一一一

艶 ＼
．

・賢

蕨

　
6
月
1
4
日
（
火
）
、
東
郷
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
南
郷
村

と
合
同
に
よ
る
移
動
消
防
学
校
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
宮
崎
県
消
防
学
校
及

び
日
向
市
消
防
本
部
か
ら
教
官
を

招
き
、
小
型
ポ
ン
プ
及
び
小
型
ポ

ン
プ
積
載
車
操
法
に
つ
い
て
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
夏
季
消
防
操
法
大
会
を
間
近
に

控
え
て
る
こ
と
も
あ
り
、
各
団
員

と
も
熱
心
に
訓
練
を
受
け
て
い
ま

し
た
。
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5
月
2
1
日
（
土
）
・
2
2
日
（
日
）
、

県
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
主
会
場
に
第
5
9

回
宮
崎
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
東
臼
杵
郡
の
代
表

と
し
て
、
7
競
技
に
1
8
名
が
参
加

し
、
熱
戦
を
展
開
し
素
晴
ら
し
い

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
男
子
B
走
幅
跳

　
優
勝
　
海
野
道
明
（
越
表
）

・
男
子
E
円
盤
投

　
優
勝
　
小
川
勝
正
（
鶴
野
内
）

・
空
手
競
技

　
4
立
　
矢
野
貴
之
（
小
野
田
）

欝
麹

轟

　
6
月
4
日
（
土
）
・
5
日
（
日
）
（
陸

上
競
技
は
6
月
2
4
日
開
催
）
、
東
臼

杵
南
部
中
学
校
総
合
体
育
大
会
が

郡
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競

技
で
は
、
女
子
団
体
の
部
で
東
郷

中
が
3
年
連
続
優
勝
、
個
人
戦
男

子
の
部
で
坪
谷
中
の
濱
辺
航
平
、

河
野
泰
士
組
が
優
勝
。
ま
た
、
軟

式
野
球
の
部
で
東
郷
中
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　
7
月
2
4
日
（
日
）
・
2
5
日
（
月
）

に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会

こ
ま
、
各
優
勝
チ
ー
ム
の
ほ
か
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
個
人
戦
男
子
の
部
で

坪
谷
中
1
組
、
東
郷
中
2
組
、
女

子
の
部
で
東
郷
中
1
組
が
、
ミ
ト

ミ
ン
ト
ン
競
技
と
と
も
に
出
場
し
、

上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
。

　
6
月
1
1
日
入
土
）
、
町
中
央
公
民

館
体
育
館
に
お
い
て
日
向
・
東
臼

杵
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
剣
道
競

技
の
部
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
本
町
か
ら
牧
心
館
、

冠
月
館
の
2
道
場
の
ほ
か
、
日
向
市
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村
か
ら
1
0
道
場
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
小
学
生
男
子
の
部

で
見
事
、
冠
月
館
が
準
優
勝
し
7

月
1
7
日
置
日
）
に
県
の
武
道
館
で

開
催
さ
れ
る
中
央
大
会
の
出
場
を

決
め
ま
し

璽
■
ヒ
旦

［
　
．
、

　
　
‘
P
踊
二
戸
蓬

　
6
月
1
8
日
（
土
）
　
町
内
建
設

業
1
5
社
の
代
表
者
で
組
織
す
る
「
冠

会
」
　
（
会
長
：
㈱
山
下
技
建
　
山

下
良
孝
氏
）
が
町
道
田
野
原
大
橋
・

庭
田
線
（
全
長
1
、
6
7
5
m
）

の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
冠
会
は
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
除
草
作
業
や
空
き
缶

拾
い
の
ほ
か
、
花
の
種
の
配
布
、

身
近
な
川
に
住
む
魚
た
ち
の
展
示

を
通
じ
、
道
路
美
化
や
河
川
愛
護

運
動
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
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　国保には、自営業者や農林業従事者、職場の健康保険等に加入していない人は全て加入することになっていま

す。

　この国保に加入している世帯の世帯主の方は、国保税の納税義務者となります。

　本町の国保税は、6月を1期として来年の3月までの10期に分けて納めることになります。

　国保税の決め方については、次の4っの計算方法を組み合わせ、1世帯あたりの保険税額が決まります。

「一一一一医療費の総額一一一．一一一「

病院で支払う

齦舶薗S金

国などの

竢赴
保険料（税） ド

所得割 その世帯の所得に応じた計算

資産割 その世帯の資産に応じた計算

均等割 その世帯の加入者数に応じた計算

平等割 一世帯当たりにいくらと計算

　なお、世帯主の方が国保に加入していなくても、家族の中に国保加入者がいる場合には、国保の世帯主とみな

して（擬制世帯主）保険税を納めることになります。

　
東
郷
町
で
は
、
今
年
に
入
り

交
通
事
故
が
多
発
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
日
向
警
察
署
管
内
の
「
5
・

5
％
」
を
占
め
、
入
墨
地
区
で

は
最
も
多
い
状
況
で
す
。

発
生
総
件
数
　
5
3
件
（
前
年
比
：

＋
1
0
件
）

人
身
事
故
1
5
件
（
前
年
比
：

＋
8
件
）

負
傷
者
1
8
人
（
前
年
比
：

駐在所だより

＋
1
1
人
）

物
頭
事
故
3
8
件
（
前
年
比
：

＋
2
件
）

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
道
路
を
利
用

す
る
人
も
、
お
互
い
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　
あ
な
た
は
犬
の
排
便
袋
を
持

っ
て
散
歩
し
て
い
ま
す
か
？

　
最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
を
反

映
し
て
、
犬
の
散
歩
を
さ
れ
る

方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　
動
物
を
飼
育
す
る
人
に
と
っ
て
、

公
共
の
道
路
等
で
の
排
便
処
理

は
最
低
限
の
マ
ナ
ー
だ
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
6
月
1
日
か

ら
東
郷
町
国
保
病
院
に
赴
任
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん
み
つ
ま
さ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
伴
光
正

で
す
。
出
身
は
宮
崎
市
で
す
。

　
県
立
宮
崎
病
院
で
初
期
研
修 ▲

を
2
年
。
そ
の
後
椎
葉
村
で
2
年
。

栃
木
県
の
自
治
医
科
大
学
病
院

で
1
年
間
の
研
修
を
経
て
、
今

回
の
赴
任
と
な
り
ま
し
た
。
専

攻
は
整
形
外
科
で
す
。
昨
年
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
少
し
で

も
地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
な
れ

る
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
気
軽
に
か

か
れ
る
お
医
者
さ
ん
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

と
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

脚
）
阿
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6
月
期
児
湯
郡
市
子
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
1
頭
出
品
し
て

い
ま
す
。

〔
雌
の
部
〕

山
ノ
ロ
　
橋
口
孝
夫

　
　
　
や
す
こ
4
号
　
壱
等
賞

’

小
雄
　
勝
福
1
4
1
号

†
・
平
茂
勝
・
国
軍
福

2
9
3
㎏

6
1
3
、
2
0
0
円

2血羽〔
5　　　去
6統坂勢
日　　　の
令安福部
　平永〕

蓬

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
（
5
1
頭
）

雌
平
均
4
7
1
、
1
9
8
円

去
勢
平
均
　
4
9
8
、
0
2
3
円

合
計
平
均
　
4
8
4
、
8
7
3
円

心
高
額
〔
雌
の
部
〕

八
重
原
　
伊
東
松
実
じ
ゅ
ん
こ
号

血
　
統
　
安
平
・
糸
秀
・
奥
高

3
4
3
日
令
3
4
0
㎏

　
　
　
　
　
8
0
8
、
5
0
0
円

．籍’認．　　＝瀞

螢
渥
だ
登

臨噸険期遡瞬鳳困
氏δ

傭習魑

○日本脳炎ワクチンの使用と重症ADEM（アデム、

　急性散在性脳脊髄炎）

　症状…接種後数日から2週間程度で（頭痛、発熱、けいれん、運動障害など）との因果関係

　を5月26日付けで厚生労働大臣が認定しました。現時点では、より慎重を期するため現行

　の日本脳炎ワクチン接種の積極的な勧奨はいたしません。

○定期予防接種の対象者のうち、日本脳炎に感染するおそれが高いと認められるもの等その保

　護者が、日本脳炎予防接種を特に希望する場合は、日本脳炎ワクチンの効果、副反応を医師

　から説明を受け、同意書に署名した上で接種を受けていただきます。なお、よりリスクが低い

　と期待される日本脳炎ワクチンが現在開発中で、その供給体制ができた時は接種勧奨再開を

　予定しています。

○駅鶴にばできるだけ長袖及び長ズボンを着ましょう．輿論

　蚊に刺されないよう注意しましょう。

7月地区巡回健康相談 7月前行事予定表

萄
や
す
ら
ぎ
館

麿
6
9
1
3
3
6
7

期日 会　　　場 受付時間 期日 場　　　所 受付時間

瀬平矢野徳男三宅 9：00～　9：15 リハビリ教室
1日（金）

多出ノ木組野茂様宅 11：00～11：15

14日（木） シルバーセンター 10：30～

市谷川崎集落センター 9：00～　9：15

赤ちゃん健康相談（生後3～12か月児）

8日（金） 13日（水） やすらぎ館 9：30～10：00

坪谷地区多目的研修施設 11：00～11：15

さくらんぼの会
12日（火） 赤井笠営農研修センター 9：00～　9：15

28日（木）やす　らぎ館　　10：30～

児　洗　公　民　館 9：00～　9：15

越表生活改善センター 11：00～11：15

1人当たり医療費（平成16年3月～平成17年1月）単位、円

東　郷　町15日（金）

市町村平均
下渡川公民館 13：30～13：45 1人当たり医療費1順位

越表記水流集会施設 15：00～15：15 一　般 220，210　：10 197，596

退　職 296，657　：34 320，614

仲店地区集落センター 9：00～　9：15

老　健
72・，93・i8

694，29822日（金）

野々崎集会所 10：30～10：45 合　計 387，492　17 346，755

原曜諜者が癖につ㊥お轡遡
　本県では、被爆者健康手帳及び健康診断受診者証をお持ちのみなさんを対象とした平成17年度がん検診を、

平成17年7月から12月の期間中に下記の県内9医療機関において実施します。

　受診料は無料ですので、健康管理のために受診されますようお知らせします。

　なお、検診日は各医療機関により異なりますので、あらかじめお近くの保健所にお問い合わせください。

【がん検診実施機関】

宮崎・延岡・日南の各県立病院、国立病院機構都城病院、小林市立市民病院、済生会日向病院、高千穂

町国民健康保険病院、串間市国民健康保険病院、国立病院機構宮崎病院

【お問い合わせ先】日向保健所地域保健係（電話　52－5101）
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　梅雨に入ってからだんだんむし暑くなりまし

たが．皆さんは夏ばてにならず、元気で頑張っ

ていますか？

　私は＼7月末の帰国に向かっての準備でバタ

バタしています。荷物をまとめたり、部屋を掃

除したりする以上に＼この3年閤でできなかっ

たことを全て、あと数週間でしなければならな

いと思うと、とても大変です。

　特にやりたいと思っているのは、毎日目の前

に現れた冠山に登ってみることです。今まで一

度も登ったことがなかったので＼東郷町とさよ

ならするには良い思い出になるでしょう。

　東郷町でめ3年間を振り返ると、たくさんの

思い出があります。坪谷保育園での最初の交流

！

翼三遠虞桑＿
蕩糖1

」

　　　　　　　　　　　　露

　　　　　　　　　　＿二

酉白繭

　　　　　　　　ハ

謹粥）
　　　イ　．も、

艶，

－轟く験，

　　　　う　　　　糠一’垂

蝶．　弩調

～

訪問、山陰保育園での夏祭り、鈴峰園でのクリスマス会など、とても楽しかったです。国際交流員の仕事の

中で大変だったと思い出すことは毎月の町報の原稿でした。

　「サラつとタイム」をず～と読んでくださった皆さん、本当にありがとうございました。とんでもない文章

ばかりでしたが、毎月の記事を苦労して書いたおかげか＼意思表現の難しさを実感しました。「これも記事

になるだろう1という話題は山ほどありましたが、上手く書けなくて諦めたものがほとんどでした。子育て

や動物の扱い方、交通安全などについて、自分の考えを自分の言葉で伝えることもなかなか難しいものだな

～と思いました。

　しかし、上手く言えなくてもコミュニケーションを取ろうとすることが何よりも大事です。

　「国際交流員1というのは、外国語や異国の文化、伝統などを教えるだけでなく、人と人との間にたって、

みんながお互いのことを理解しあえるようお手伝いをすること、コミュニケーションを奨励することも大切な

仕事だと思います。

　異なる国の人々との交流も大事ですが、同じ日本人でも、好き嫌いがあったり、色々なことに興昧をもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりします。交流活動を通して、みんなの似ているところ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして違っているところについて考えてもらおうとしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、自分もよく考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えさせられました。西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋では個性が強調さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れるが、日本では皆と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同じようにすることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大事だ、などの、自

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分の偏見も考え直すき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つかけとなりました。

へ
ぐ
）

（旨

　　　　　へ

噸一層　　　　憶

3年間たくさんの思い出をありがとう
（4

ﾃ

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

連
休
の
孝
行
と
姉
と
も
く
ろ
み
し
夕
食
会

を
母
の
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

四
ヶ
月
施
設
に
預
け
い
し
妻
は
食
事
介
助

を
受
け
る
べ
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

義
経
の
兄
と
の
和
合
束
の
間
か
兄
弟
争
い

し
古
き
世
は
さ
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

整
地
せ
し
田
に
は
水
の
曲
調
に
て
畦
作
り
に

追
わ
れ
し
昔
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

春
風
に
年
を
忘
れ
て
遠
き
日
の
青
春
を
恋

ふ
一
と
き
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

復
員
の
記
念
に
育
て
し
松
二
本
見
入
る
人

あ
り
年
月
過
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

青
々
と
伸
び
た
る
麦
の
穂
を
花
材
に
刈
り

取
る
吾
心
で
わ
び
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

は
つ
夏
の
川
の
辺
に
停
め
ぱ
青
葉
隠
れ
に

鶯
声
の
と
と
の
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

何
時
の
日
か
甦
る
と
我
に
思
は
せ
ぬ
逝
き

に
し
嫁
の
顔
目
に
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

ひ
も
す
が
ら
音
も
な
く
降
る
青
葉
置
く
ぬ

ぎ
林
に
し
ず
く
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

民
営
化
身
内
の
造
反
許
せ
し
も
海
の
彼
方

の
約
束
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

生
け
垣
の
赤
芽
樫
の
葉
つ
や
つ
や
と
直
下
う

つ
ぎ
の
白
き
花
揺
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

萌
黄
色
の
椎
の
若
葉
の
き
ら
め
き
て
冠
山

に
初
夏
の
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

老
い
二
人
庭
に
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し
い
て
積

み
上
げ
し
筍
を
商
う
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄
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矯捲
〒ま

了り

踊
円
の
璽
嬌
擶
謬

遡 ビ
デ
オ
上
映
会

☆
8
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
浦
島
太
郎
」

「
絵
姿
（
え
す
が
た
）
女
房
」

「
一
休
さ
ん
」

「
髪
長
姫
」

☆
2
2
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
三
枚
の
お
札
」

「
火
男
」

「
カ
チ
カ
チ
山
」

「
大
沼
池
（
お
お
ぬ
ま
い
け
）
の

黒
竜
」

☆
お
話
し
会

20

冝
i
水
）
1
0
時
3
0
分
～

さ
く
ら
魑
の
体
配
日
．

　
4
日
・
1
1
日
・
1
8
日
。
2
5
日

お
知
ら
せ

　
寺
口
幼
稚
園
・
坪
谷
幼
稚
園

に
さ
く
ら
館
文
庫
を
設
け
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
」
．

一
般
図
書

・
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
恩
田
　
陸

　
高
校
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
賭

け
た
一
つ
の
願
い
。
あ
の
一
夜

の
出
来
事
は
、
紛
れ
も
な
い
「
奇

跡
」
だ
っ
た
、
と
あ
た
し
は
思
う
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
魔
術
師
が
贈
る
、

永
遠
普
遍
の
青
春
小
説
。
　
『
小

説
新
潮
』
隔
月
連
載
を
単
行
本
化
。

・
魂
萌
え
！
　
　
　
　
桐
野
夏
生

　
夫
の
急
死
後
、
世
間
と
い
う
荒

波
を
漂
流
す
る
主
婦
・
敏
子
。
6
0

歳
を
前
に
し
て
、
惑
う
心
は
何
処

へ
？
さ
さ
や
か
な
「
日
常
」
の
中
に
、

若
い
人
に
は
ま
だ
想
像
で
き
な
い

よ
う
な
、
豊
饒
な
世
界
を
描
き
出

す
。
2
0
0
4
年
『
毎
日
新
聞
』
連

載
の
単
行
本
化
。

そ
の
他

・
赤
に
捧
げ
る
殺
意
　
　
有
栖
川
有
栖

・
最
後
に
咲
く
花
　
　
片
山
恭
一

・
辰
巳
八
景
　
　
　
山
本
↓
力

・
懲
り
な
い
男
と
反
省
し
な
い
女
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

・
シ
ー
セ
ッ
ド
・
ヒ
ー
ヤ
ッ
ド

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
よ
し
き

・
ビ
ジ
ョ
ン
　
　
　
　
森
村
誠
一

・
好
太
郎
と
節
子
　
　
　
沢
地
久
栄

・
三
百
年
の
謎
厘
　
芦
辺
拓

・
小
説
盛
田
昭
夫
学
校
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
江
波
戸
哲
夫

・
う
ち
の
パ
パ
が
言
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
重
松
　
清

・
恋
を
し
た
ら
、
ぜ
ん
ぶ
欲
し
い

　
　
　
　
イ
リ
ー
ナ
・
ジ
ェ
ー
ネ
シ
キ
ナ

・
オ
リ
ヴ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
ル
ズ

　
　
　
　
ヘ
レ
ン
・
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

・
霧
の
中
の
子

　
　
　
　
ト
リ
イ
・
ヘ
イ
デ
ン

・
こ
の
本
が
、
世
界
に
存
在
す
る

こ
と
に
　
　
　
　
　
角
田
光
代

・
シ
ャ
ガ
ー
ル
と
木
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
谷
川
俊
太
郎

・
た
ま
た
ま
…
　
　
　
大
道
珠
貴

・
誰
の
た
め
の
綾
織

　
　
　
　
　
　
　
飛
鳥
部
勝
則

・
風
味
絶
佳

・
龍
鳳
の
く
に

・
辞
世
の
辞

・
野
の
道
往
診

・
図
解

山
田
詠
美

陳
　
舜
臣

水
上
　
勉

徳
永
　
進

　
　
　
「
頭
の
回
転
が
速
い
人
」

に
な
る
秘
密
の
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
米
山
公
啓

・
神
話
の
里
殺
人
事
件

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
君
た
ち
に
明
日
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
垣
根
涼
介

・
ピ
ュ
ア
・
ラ
ブ
　
　
宮
内
婦
貴
子

・
失
踪
日
記
　
　
　
吾
妻
ひ
で
お

児
童
図
書

・
お
帰
り
！
盲
導
犬
オ
リ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
今
泉
耕
介
作

　
菊
池
さ
ん
夫
婦
の
盲
導
犬
と
し

て
1
0
年
ち
か
く
働
い
た
オ
リ
バ
ー

は
、
年
を
と
っ
た
の
で
引
退
し
、

子
犬
時
代
を
す
ご
し
た
佐
藤
さ
ん

の
家
に
戻
り
ま
す
。
子
犬
時
代
の

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
オ
リ
バ
ー

は
取
り
戻
せ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

人
と
犬
の
深
い
絆
と
愛
情
の
物
語
。

　
　
　
　
（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
図
書
室
の
ル
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
河
原
潤
子
作

　
亜
里
沙
が
図
書
室
で
借
り
た
「
世

界
の
大
か
い
と
う
」
と
い
う
本
を
見

た
春
樹
は
「
男
の
本
や
」
と
か
ら
か
っ

た
。
亜
里
沙
は
読
ま
ず
に
返
し
た
が
、

本
は
図
書
室
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た

…
。
1
冊
の
本
を
巡
る
亜
里
沙
と
図

書
委
員
た
ち
の
心
の
葛
藤
を
描
く
。

　
　
　
　
（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

そ
の
他

・
ク
モ
　
　
　
今
森
光
彦
文
・
写
真

　
（
小
学
校
低
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
震
度
7
　
　
松
岡
達
英
文
・
絵

　
　
　
　
（
小
学
校
上
学
生
対
象
）

・
森
の
地
図
　
　
　
阿
部
夏
丸
文

　
（
小
学
校
低
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
「
肉
」
　
「
魚
」
が
よ
く
わ
か
る

　
絵
時
点
　
　
　
　
渡
辺
満
利
子

　
（
小
学
校
中
学
年
・
上
学
年
対
象
）

・
ク
レ
イ
ジ
i
・
レ
デ
ィ
i
！

　
　
　
　
ジ
ェ
イ
ン
・
レ
ズ
リ
i
・
コ
ン
リ
i

　
　
　
（
小
学
校
上
学
年
生
対
象
）

・
あ
め
あ
め
ふ
れ
ふ
れ
も
っ
と
ふ
れ

　
　
　
　
　
シ
ャ
ー
リ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
文

　
　
　
　
（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

・
天
下
一
の
弓
使
い

　
　
　
　
　
　
　
武
　
建
華
絵

　
（
小
学
校
低
学
年
・
中
学
年
対
象
）

・
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ベ
レ
ア
ー
ズ
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

え
ほ
ん

・
か
も
の
プ
ル
ッ
ブ

　
　
　
　
　
　
リ
ダ
・
フ
ォ
シ
ェ
文

　
生
ま
れ
、
守
ら
れ
、
育
ま
れ
、
い

っ
か
自
立
し
、
や
が
て
大
空
へ
翔
び

た
ち
ゆ
く
…
。
今
、
見
つ
め
て
い
た

い
自
然
の
ま
ま
に
、
子
が
も
プ
ル
ッ

フ
の
巣
立
ち
。
1
9
3
0
年
代
に
フ

ラ
ン
ス
で
刊
行
さ
れ
た
香
り
の
ま

ま
に
、
6
4
年
福
音
館
書
店
の
翻
訳

を
見
直
し
て
復
刊
。

そ
の
他

・
モ
ル
フ
君
の
お
か
し
な
恋
の

　
物
語
　
　
カ
ー
ル
・
ク
ヌ
i
作

・
せ
か
い
で
い
ち
ば
ん
つ
よ
い

　
国
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
ッ
キ
ー
作

・
ポ
ッ
ト
く
ん
と
に
わ
の
い
け

　
　
　
　
　
　
　
　
真
木
文
絵

・
さ
く
ら
　
　
　
　
長
谷
川
摂
子

・
お
ひ
さ
ま
は
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　
　
正
高
も
と
こ

・
ね
ぼ
す
け
ス
ー
ザ
の
は
る
ま

　
つ
り
　
　
　
　
広
野
多
珂
子

・
ぼ
く
と
く
ま
さ
ん

　
　
　
　
　
ユ
リ
・
シ
ュ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
作

・
わ
す
れ
ん
ぼ
う
の
は
り
ね
ず
み

　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子
作

・
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん

　
　
　
　
真
珠
ま
り
こ
作
・
絵

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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麟騨鋤 羅鞭：輩ii漁

7月は「町道愛護運動月間」です

　「道路」は、私たちの日常生活や経済活動を支え、

地域間のネットワークを形づくる最も重要な施設

です。

　しかし「道路」は、あまりにも身近な存在

であるためか、かえってその大切さが見過ご
されがちです。

　このため、東郷町では毎年7月を「町道愛

護運動月間」として、道路愛護思想の普及と

安全で快適な道路環境の保持を図るため、下
記事業を展開しています。

1，道路環境の整備

　区長、組合長を通じ「町民総参加」による　．

道路周辺の雑草、木の刈払い及び除去、側溝：

の清掃、危険箇所の点検。

2．道路の正しい利用の指導

　道路管理者による、違法な駐車、看板等の：

道路不法占用物の点検、指導。

～町民共通の財産である「道路」は常に広く・

　美しく・安全に～

戦没者等のご遺族の皆様へ～第八回特別弔慰金が支給されます

　この特別弔慰金は、平成17年4月1日（基準日）において、恩給（公

務扶助料等）や遺族年金等の支給を受けている方がいない場合、残
された戦没者等死亡当時のご遺族のうち、次の支給順位により、最も

順位が先の方お一人目支給されます。

順位
1

2

3

4

F
b

対 象 者

弔慰金の受給権者

戦没者等の子

①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※ただし、次の要件のすべてを満たす必要があります。、
・戦没者等の死亡当時、戦没者等と生計関係を有していること。
・基準日において、遺族以外の方の養子になっていないこと。
・基準日において、遺族以外の方と氏を改める婚姻をし：ていない

　こと、又は遺族以外の方と事実上の婚姻関係にないこと。

上記順位3以外の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

戦没者等の死亡時まで引き続き1年以上戦没者等と生計関係を有
していた方で
①戦没者等の埋葬を行った上位順位1から4以外の三親等内親族
②戦没者等の埋葬を行わなかった上位順位1から4以外の三親等内親族

支給内容　額面40万円、10年償還の記名国債

請求期限　平成20年3月31日

請求窓口　保健福祉課　福祉係
　請求手続きなど、詳しくは保健福祉課　福祉係（電話69－3367）

もしくは、宮崎県国保・援護課（電話0985－26－7061）まで、

お問い合わせください。

［幡�
J
催
塁

　
平
成
1
7
年
分
の
所
得
税
の
予

定
納
税
第
1
期
分
の
納
期
限
は
、

8
月
1
日
（
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
予
定
納
税
は
、

前
年
分
の
所
得
税
額
を
基
に
計

算
し
て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
等

を
廃
業
し
た
り
災
害
で
財
産
に

損
害
を
受
け
た
り
し
た
た
め
、

本
年
分
の
納
税
額
が
前
年
分
よ

り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、

7
月
1
5
日
（
金
）
ま
で
に
予
定
納

税
の
減
額
の
承
認
の
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請

の
こ
と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
署
に
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

延
岡
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

（
電
話
0
9
8
2
－
3
2
－
3
3
0
3
）

　
忌
明
け
と
し
て
、

ら
町
社
会
福
祉
協
議

福
祉
の
た
め
の
善
意

れ
ま
し
た
。
厚
く
お

げ
ま
す
（
6
月
1
3
日

た
分
）

■
国
二
一

〇
蛆
四

．
次
の
方
か

議
会
へ
社
会

意
が
寄
せ
ら

お
礼
申
し
上

土
ま
で
受
付

矢 寺

野 田 氏

ハ

ギ

守 ノ 名

84 81 年
歳 歳 齢

坪 鶴 住
野

谷 内 所

死
亡

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

【
牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
六
二

日
時
　
7
月
1
1
日
（
月
）
1
0
時
～

場
所
　
牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル

、
一
今
月
の
納
税
等
聖
墾
3

．
固
定
資
産
税
2
期

国
蔑
健
塵
保
険
税
2
期
．

嘱
護
．
保
険
料
．
2
遡

一一一直福 中田 永池

野谷 野中 友北
氏

ひ龍
､み三

由敏
ﾁ里秋

祐恵

q二
名

目 新 仲 仲 日 小 住
富 向 野

瀬 町 深 深 市 田 所

結
婚
お
幸
せ
に

難
題
舞
盤

　
発
電
所
に
お
い
て
は
、
発
電

出
力
の
変
動
に
伴
い
、
発
電
所

か
ら
河
川
に
放
流
さ
れ
る
水
量

が
増
え
た
り
減
っ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
発
電
所
が
あ
る

河
川
の
下
流
で
は
、
天
候
に
よ

ら
ず
水
位
が
急
に
変
化
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
河
川
に

立
ち
入
ら
れ
る
場
合
に
は
、
水

位
の
変
化
に
十
分
気
を
つ
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
7
月
2
0
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

場
所
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

椎
葉
大
£
翔
・

井
上
璃
・
緒
・

森
田
彩
牽
乃
・

悪
霊
窃
氏
名

道
彦

知
己

健
二

羅
者

小
野
田

小
野
田

八
重
原

住
所

〔行
政

相

談

〕
▲
戸
籍
鞍
よ
轡

　
　
　
（
5
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

日
時
7
月
2
0
日
（
水
）

　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

場
　
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
　
松
岡
優
子
氏

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

申
込
電
話
番
号
　
6
9
1
2
2
0
9

一法
律

相

談

〕
◎
鶴
野
内
の
寺
田
為
行
さ
ん
よ
り

（
ハ
ギ
ノ
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
那
須
文
枝
さ
ん
よ
り

（
泰
彦
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
西
鍋
美
佐
子
さ
ん
よ
り

（
道
雄
さ
ん
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
玉
乃
さ
ん
よ
り

（
守
さ
ん
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
那
須
ナ
ミ
子
さ
ん
よ
り

（
加
藤
次
さ
ん
逝
去
）
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働高齢

　町営住宅について退去者があるため、入居者の募集を下記の要領で行います。

　不明な点がございましたら、役場建設課（盈69－3906）までお問合せください。

募集期間　平成17年7月4日（月）～15日（金）

募集戸数　又江野団地3…1戸（平成14年度建築、

灸臨ll藷騰購
応募方法　所定の申込用紙に同居者全員分の住民票・

　　　　所得証明書・納税証明書を添付して提出

自衛官募集のお知らせ

住宅使用料　又江野団地3…所得に応じ、10，000円

　　　　　～16，700円

申込場所　東郷町役場建設課（直通69－3906）

入居者の決定　複数の応募者がある場合は抽選によ

　　　　　　り決定

そ　の　他　※申込用紙は、建設課にあります。

　　　　　※本住宅は単身若しくは小世帯向け住

　　　　　　宅です。

§揚難毒織工　

　　　●

嚥、3回

蔭蘇懲爾㌫
　　　　㌻亮
　　　　　　　　　　　▲

」

晋肇7124（日）

讐
　　　　　　　　AM11：00小雨決行〔欝唱】　，

　　　　　　　　　　　　　ズコ
鱗8・1謙翫高レ　診
　一構　謡．　”齢　 ・・銑．華華　．

　　　　　　　　　　　　　　　　すヘソお

★罷繋鏑』苗筆
　（うなぎ・ます〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　2　　！三川

　　．つかみどり7き法
　　手を蟹ってのつかみと・ノ
　　チ　キドば　　りねフ　つしほほしまマ
　★もちまき償品付きもあります）

　（震昌は．霞リ凝くさん雛億してい雀す。）

　8歓などか尭生した頃　　当本部では
　その澱任を負い薫ねますのてこ注睡下

　さい．
お棄ノみ陀遷券　　　　発霧車”

　　　n　　IF　　　－1　　　　　　4

協賛／東郷町商工会女性部・

爾遇446縁　　　　　　　　　　　　　3…爾廓一噸

　　　　　牧水生家○　　　　〆

◆当巳、青年部・東郷暗塘堪産業比興会によるバザーを

開催いたします。α芭鳥・ヒール・かき氷など）

資靴一、ド拝又；£蚕5σOmFづ；一ス猫列〒芝鶏最き　ク㌔莫£こむ1、　3二声占

＝　…4；●　●・；　●●　　●

　　　　　　　　東郷町観光協会・日向警察署
協賛／｛株）東郷町ふるさと公社・耳川魚業協局絹雲・東郷町地場産業振興会・東郷町商工会

募集種目 募集人員（全国） 資　格 受付期間 試験期日及び合格発表 入（校）隊

一　　次 9月17日（土）

一般曹候補学生

@　（男女）

・陸．ヒ約400名
@（うち女子約35名）・海上約200名

@（うち女子約15名）・航空約200名

@（うち女子約20名）

18歳以上

Q4歳未満

8月1日（月）～

@　9月8日（木）
二　　次 10月8日（土）～14日（金）

18月3日下旬～

@　4月上旬
最終合格 11月9日（水）

一　　次 9月17日（土）

曹　候　補　士

@　（男女）

。陸上約1．850名
@（うち女子約120名）・海上約900名

@（うち女一予約65名）。航空約660名

@（うち女子約60名）

18歳以上

Q7歳未満

8月1日（月）～

@　9月8日（木）
二　　次 10月8日（土）～14日（金）

18月3日下旬～

@　4月上旬
最終合格 ll月16日（水）

男　　子
。陸上約5，290名

E海上約1，020名

E航空約1．630名

試　　験 9月16日（金）

最終合格 11月下旬
2等陸・

C・空士 女　　子
・陸ヒ約500名

E海上約　80名

E航空約160名

18歳以上

Q7歳未満

8月1日（月）～

@　9月8日（木） 試　　験 9月25日（日）

18月3日下旬～

@　4月上旬
最終合格 11月18日（金）

一般男子 年間を通じて行っております 受付時及び試験時にお知らせします 採用予定通知でお知らせします

一　　次 9月23日（金）
・海上約70名

@（うち女子若干名）

E航空約70名

@（うち女子若干名）

高卒（見込含）

Q1歳未満

8月1日（月）～

@　9月8日（木）

二　　次 10月15日（土）～20日（木） 18月3日下旬～

@　4月上旬
航　空　学　生

@　（男女） 三　　次 ll月13日（日）～12月9日（金）

最終合格 18年1月26日（木）
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　　　　　　　　　　　　　　G謬潮⑤

鶴◎名詮
無難◎o辱

　　　灘凱　　り蹴6

難戦1蓋1幽

幽
一
一

曳

再
’
如

リ
セ
　
ミ
そ
　
　
　
き

3
1
奪

　
　
　
レ
「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

歌
6

福瀬区　広瀬
　　　こう　　き

金丸滉樹さん（㈲

父　岳洋さん
母　広子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　うり、メロン

O好きな遊びは何ですか？

　闘いごっこ、すべりだい

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　マジレンジャー

　
》

レ
「
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
」

闘閑翼関賞翼関賞賞

翻◎誘籐
囲賞閨賞賞罠賞賞賞

　土のうを寄贈

　「土砂崩れや、浸水

防止に役立ててくださ

い」と冠会（町内の建

設業　15社）から、

各社100袋（計1，5

00袋）の±のうが寄

贈されました。寄贈さ

れた土のうは各部の消

防器庫に約100袋、

配置します。

森
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説都

甲
欣
一

夏
草
の
茂
り
の
上
に
あ
ら
は
れ
て

風
に
な
び
け
る
山
百
合
の
花
（
白
梅
集
）

　
「
夏
の
歌
」
と
題
し
て
山
百
合
の
歌
を
五
首
作
っ
て
お
り
、
そ

の
中
の
一
首
で
あ
る
。

　
大
正
四
年
、
妻
喜
志
子
が
腸
結
核
の
た
め
に
入
院
す
る
が
、

退
院
す
る
頃
に
医
師
よ
り
静
か
な
場
所
で
の
転
地
療
養
を
進
め

ら
れ
て
、
神
奈
川
県
三
浦
郡
北
下
浦
村
長
沢
に
一
家
で
転
地
し

た
。
北
下
浦
で
の
生
活
は
大
正
五
年
十
二
月
下
旬
ま
で
、
一
年

十
か
月
余
の
滞
在
と
な
っ
た
が
、
こ
の
歌
は
大
正
五
年
の
初
夏
、

三
浦
半
島
の
北
下
浦
で
の
作
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
は
「
青
々
と
茂
っ
た
夏
草
の
、
そ
の
丈
高
い
茂
み

の
上
に
長
く
茎
を
伸
ば
し
て
、
白
く
大
き
な
山
百
合
の
花
が
ゆ

ら
ゆ
ら
と
風
に
揺
れ
て
い
る
」
と
解
し
て
い
る
。

　
山
百
合
は
、
漏
斗
形
に
広
が
っ
た
大
型
の
花
が
咲
く
ユ
リ
科

の
植
物
。
緑
の
濃
い
夏
草
の
茂
り
の
上
に
高
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
白
い
大
型
の
山
百
合
の
花
が
は
っ
と
す
る
ほ
ど
み
ず
み
ず
し

く
美
し
い
。
そ
の
感
動
を
歌
っ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
の
二
一
か
ら
四
句
ま
で
を
牧
水
は
後
に
改
作
し
、
次

の
よ
う
な
作
に
し
た
。
　
「
夏
草
の
茂
み
が
上
に
伸
び
い
で
て
ゆ

た
か
に
な
び
く
山
百
合
の
花
」
。

（
伊
藤
一
彦
著
「
命
の
破
片
」
、
大
谷
和

子
著
「
名
歌
即
訳
若
山
牧
水
」

よ
り
）
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	「ふるさとに生き続ける牧水」～牧水顕彰への更なるステップへと～第７回若山牧水顕彰全国大会開催 
	発見－詩人高森文夫に宛てた中原中也の書簡

	７月２４日（日）は町長選挙・町議会議員選挙の投票日です

	家庭（幼児）教育学級合同開級式

	アユの稚魚放流「早く大きくなってね」

	商工会の日「交通安全街頭キャンペーン」  
	移動消防学校開催

	県民体育大会

	東臼杵南部中学校総合体育大会

	日向・東臼杵南部ブロック大会（剣道競技の部）

	町道愛護運動（道路清掃）

	日本脳炎ていき予防接種について

	とうごうの国保－知って得する国民健康保険!!

	ちびっこギャラリー　東郷幼稚園

	街の話題－土のうを寄贈

